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で
、
条
例
の
減
免
規
定
を
根

拠
に
し
て
い
る
、
半
日
料
金

の
検
討
に
つ
い
て
は
１
年
は

検
証
し
て
み
た
い
、
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

屋
根
付
き
で
あ
る
こ
と
の
利

便
性
を
活
か
し
た
料
金
設
定

に
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

水
泳
連
盟
か
ら
室
内
プ
ー

ル
を
買
い
取
る
「
浜
田
市
東

公
園
運
動
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
」
は
、
来
年
４
月
の
条
例

施
行
ま
で
の
運
営
や
今
後
の

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。
執
行
部
か

ら
は
、
売
買
締
結
後
の
４
月

か
ら
市
の
施
設
と
な
る
、
12

月
定
例
会
で
指
定
管
理
者
の

提
案
を
考
え
て
お
り
、
浜
田

市
水
泳
連
盟
の
指
名
の
方
針

で
あ
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

い
る
、
浜
田
市
の
ご
み
分
別

基
準
は
誇
る
べ
き
も
の
、
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
と
上
水
道
の
統

合
計
画
は
、
簡
易
水
道
の
19

浄
水
場
を
10
ヶ
所
に
再
編
す

る
も
の
で
、
休
止
す
る
浄
水

場
に
は
他
の
浄
水
場
か
ら
送

水
が
行
わ
れ
ま
す
。
送
水
に

よ
る
維
持
費
は
ど
う
な
の

か
、
人
口
減
少
な
ど
で
あ
り

給
水
人
口
の
見
直
し
は
行
う

の
か
、
な
ど
の
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ

レ
ッ
ジ
島
根
で
は
経
営
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
26
年
度

３
学
科
64
名
の
入
学
者
を
27

年
度
70
名
確
保
す
る
こ
と
で

収
支
が
黒
字
に
転
換
す
る
と

の
見
通
し
が
示
さ
れ
、
25
年

度
の
借
入
１
億
円
に
つ
い
て

市
民
や
議
会
へ
の
説
明
が
必

要
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
文
教
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
４
件
な
ど
の
審

査
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
市
営
駐
車
場

の
使
用
料
を
引
き
下
げ
る

「
浜
田
市
有
料
駐
車
場
条
例

及
び
浜
田
市
立
図
書
館
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
」
は
、
本
会
議
に
お

い
て
も
質
疑
が
集
中
し
た
案

件
で
あ
り
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
、
利
用
率
向
上
の
試

算
や
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
の

減
免
規
定
に
対
す
る
条
例
制

定
の
あ
り
方
、
本
会
議
で
の

や
り
と
り
を
受
け
た
半
日
料

金
の
検
討
期
間
な
ど
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
は
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て

利
用
増
加
に
努
め
た
い
、
減

免
は
市
長
判
断
に
よ
る
決
裁

　

福
祉
環
境
委
員
会
で
は
所

管
事
務
調
査
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
介
護
保

険
事
業
計
画
で
は
平
成
27
年

度
か
ら
要
支
援
１・
２
の
人
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
市
が

受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
、
浜

田
市
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
、

福
祉
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
受
け
皿
が
あ
る
の
か
な
ど

の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
み
袋
の
見
直
し
は
、
現

行
５
種
・
13
種
類
あ
る
ご
み

袋
を
簡
素
化
す
る
も
の
で
、

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼

却
す
る
こ
と
の
検
討
状
況
は

ど
う
か
、
簡
素
化
は
ご
み
の

分
別
が
進
ま
ず
ご
み
減
量
に

つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
、
現
行
の
分
別
・
ご
み
袋

の
方
法
や
種
類
が
定
着
し
て

６月定例会のあらまし

駅前立体駐車場

「ごみ袋見直し」〜進めたいごみ減量化

市営駐車場料金
�のあり方を議論

－ 総務文教委員会 －

介護保険サービス・
ごみ袋見直しなどを調査

－ 福祉環境委員会 －

　平成26年６月浜田市議会定例会が６月９日に招集され、６月24日までの16日間の会
期で開かれました。
　今定例会で提出された議案は、市長から提出された議案が12件、請願が１件でした。
　なお、審査の様子は、２ページから３ページに、採決の結果は４ページから５ペー
ジに掲載しています。
　また、個人一般質問には、20人が立ちました。論戦の様子は６ページから掲載して
います。
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度
確
保
の
見
込
み
が
あ
る
の

か
ど
う
か
と
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
今
の
と

こ
ろ
改
良
工
事
後
も
ご
自
分

で
作
付
け
さ
れ
る
予
定
で
、

担
い
手
を
探
し
て
い
る
状
況

で
は
な
い
が
、
将
来
的
に
高

齢
化
等
で
作
れ
な
く
な
っ
た

場
合
に
、
担
い
手
に
渡
す
と

き
に
引
き
受
け
て
も
ら
い
や

す
い
農
地
に
す
る
も
の
で
あ

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
市
道
路
線
の
廃

止
」（
木
戸
山
賀
線
外
）、「
市

道
路
線
の
認
定
」（
木
戸
山

賀
線
外
）
に
つ
い
て
は
質
疑

が
な
く
、
付
託
を
受
け
た
議

案
は
、
採
決
の
結
果
、
そ
れ

ぞ
れ
全
会
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

産
業
建
設
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
３
件
な
ど
の
、

審
査
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

し
た
。

　
「
土
地
改
良
事
業
計
画
」

（
団
体
営
農
業
基
盤
整
備
事

業（
浜
田
第
二
期
工
区
））は
、

区
画
整
理
を
し
よ
う
と
す
る

田
の
横
に
災
害
で
埋
ま
っ
た

田
が
あ
り
、
そ
れ
を
一
括
し

て
区
画
整
理
を
し
て
、
担
い

手
農
家
が
農
地
集
積
が
可

能
と
な
る
よ
う
な
も
の
に
し

て
、
併
せ
て
、
担
い
手
農
家

規
模
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

担
い
手
に
つ
い
て
、
こ
の

改
良
工
事
の
後
に
、
あ
る
程

土地改良事業計画（大津地区）

農業基盤整備で、
� 将来は？

－ 産業建設委員会 －

現
在
の
社
協
の
職
員
１
名
と

新
た
に
嘱
託
職
員
３
名
を
雇

用
し
合
計
４
名
で
対
応
す

る
、
委
託
費
に
つ
い
て
は
、

主
に
嘱
託
職
員
の
給
与
や
研

修
費
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

衛
生
費
の
地
球
温
暖
化
対

策
支
援
事
業
（
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
に
対
す
る
助
成
）

つ
い
て
、
補
正
予
算
で
の
計

上
経
過
を
問
う
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
は
、
市
と

し
て
は
国
の
補
助
事
業
の
見

直
し
に
よ
り
、
こ
の
事
業
そ

の
も
の
が
平
成
25
年
度
で
終

了
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
県

が
引
き
続
き
補
助
金
を
交
付

す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
予
算
計
上
す
る
こ
と

に
な
っ
た
、
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
６
件
の
質
疑
を
行

い
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　

予
算
決
算
委
員
会
で
は
、

６
月
20
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
議
案
第
56
号
平
成
26
年

度
浜
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
の
１
件
に
つ

い
て
、
延
べ
９
人
か
ら
質
疑

が
あ
り
、
慎
重
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
通
り
で
す
。

　

民
生
費
の
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
（
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
の
制
定
に
伴
う

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自
立

支
援
策
の
強
化
を
図
る
た
め

の
経
費
）
に
つ
い
て
は
、
本

事
業
の
委
託
先
で
あ
る
浜
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
実
施

体
制
に
つ
い
て
や
、
委
託
料

の
積
算
根
拠
等
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
、

県のモデル地区！水田作業
安全・省力化実証事業！

－ 予算決算委員会 －

予算決算委員会の様子

　

反
対
討
論

　
　
　

    

西
村　

健
議
員

　

主
た
る
反
対
理
由
は
、
軽

自
動
車
税
の
大
幅
引
き
上
げ

に
あ
る
。

　

４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税

に
あ
わ
せ
、
自
動
車
関
連
税

制
が
大
幅
に
改
変
さ
れ
た
。

　

自
動
車
取
得
税
は
、
本
年

４
月
１
日
の
購
入
か
ら
自
家

用
自
動
車
が
５
％
か
ら
３
％

に
、
営
業
用
自
動
車
が
３
％

か
ら
２
％
に
軽
減
さ
れ
、
加

え
て
与
党
大
綱
で
は
、「
消

費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ

時
に
自
動
車
取
得
税
は
廃
止

す
る
」
と
明
記
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
代
わ
る
財
源
と
さ

れ
た
の
が
軽
自
動
車
税
の
引

き
上
げ
で
あ
る
。
標
準
税
率

を
採
用
し
て
い
る
市
町
村
で

は
、
来
年
度
以
降
購
入
す
る

新
規
の
軽
自
動
車
税
は
、
自

家
用
乗
用
車
で
1.5
倍
に
、
自

家
用
貨
物
で
1‌

・‌

25
倍
に
大

幅
引
き
上
げ
と
な
る
。
超
過

税
率
を
採
用
し
て
い
る
浜
田

市
の
場
合
は
今
回
、
標
準
税

率
に
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
1‌

・‌

25
倍
、
1‌

・‌

04
倍
と

引
き
上
げ
率
で
は
多
少
鈍
化

す
る
点
は
評
価
す
る
が
、
そ

れ
で
も
大
幅
な
引
き
上
げ
に

は
違
い
な
い
。

　

自
動
車
取
得
税
の
引
き
下

げ
に
伴
う
税
源
不
足
を
軽
自

動
車
税
の
大
幅
引
き
上
げ
で

賄
う
と
い
う
、
自
動
車
業
界

の
圧
力
に
屈
し
た
今
回
の
筋

の
通
ら
な
い
税
制
改
正
に
は

賛
成
で
き
な
い
。

　

普
通
車
と
の
税
額
の
差
を

埋
め
る
措
置
と
い
う
が
、
国

内
の
自
動
車
販
売
台
数
が
伸

び
悩
む
中
、
急
速
に
販
売
台

数
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
軽
自

動
車
へ
の
大
増
税
は
、
経
費

削
減
の
た
め
に
軽
自
動
車
に

乗
り
換
え
て
き
た
庶
民
に
重

い
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ

る
。
浜
田
市
も
含
め
、
公
共

交
通
機
関
が
衰
退
し
た
地
域

で
は
軽
自
動
車
が
唯
一
の
交

通
手
段
と
い
う
場
合
も
多
々

あ
り
、
複
数
所
有
し
て
い
る

家
庭
も
少
な
く
な
い
。

　

消
費
税
増
税
の
う
え
に
、

自
動
車
取
得
税
の
減
収
の
穴

埋
め
と
し
て
軽
自
動
車
税
を

増
税
す
る
と
は
、
ま
さ
に
二

重
の
「
弱
い
も
の
い
じ
め
」

と
考
え
る
。

　

以
上
、
議
案
第
49
号
に
対

す
る
反
対
討
論
と
す
る
。

議
案
第
49
号

「
浜
田
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

に
対
し
１
名
の
議
員
が
討
論

災害を受けた田

今回の整備地区
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平成25年度　他議会からの行政視察受入状況

来浜日 自治体名 人数 内　　　　　容

４月19日 熊本県八代市議会 ９ 浜田港の整備状況について

５月８日 静岡県長泉町議会 ５ 中小企業チャレンジ支援事業について

５月９日 長野県上田市議会 ４
自治区制度について
議会改革の取組について

８月19日 佐賀県伊万里市議会 ８ 浜田港の整備について

８月22日 長野県長野市議会 ４ 兼業起農について

11月14日 岐阜県美濃市議会 ８ 和紙産業の振興について

11月13日 神奈川県平塚市議会 ４
きらめき債（公募地方債）について
どんちっち三魚について

11月14日 新潟県燕市議会 12
議会改革の取組について
議場、設備等視察

１月24日 鳥取市議会 ４
各種がん検診、国保事業における特定健診について
自治区制度について

２月13日 大分県杵築市議会（会派） ５ 地域交流プラザ「まんてん」について

浜田市議会では、各種事務事業について、他議会関係者からの皆さまからの行政視察の受入を行っています。
25年度は、下表のとおり全国から10団体の議会議員の方々が、浜田市が現在行っている各種事業の内容などに
ついて視察されました。

足
立　

豪

岡
野
克
俊

柳
楽
真
智
子

串
﨑
利
行

小
川
稔
宏

森
谷
公
昭

野
藤　

薫

上
野　

茂

飛
野
弘
二

笹
田　

卓

布
施
賢
司

岡
本
正
友

芦
谷
英
夫

佐
々
木
豊
治

道
下
文
男

田
畑
敬
二

平
石　

誠

西
田
清
久

澁
谷
幹
雄

西
村　

健

江
角
敏
和

牛
尾
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承認第１号 専決処分の承認について（平成25年度浜田市一般会計補
正予算第８号）

委員会付託省略
６月16日即決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○

議案第47号 浜田市総合振興計画審議会条例及び浜田市火入れに関す
る条例の一部を改正する条例について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○

議案第48号 浜田市貸付金の返還債務の免除に関する条例の一部を改
正する条例について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○

議案第49号 浜田市税条例等の一部を改正する条例について 総務文教委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議 ○

議案第50号 浜田市有料駐車場条例及び浜田市立図書館条例の一部を
改正する条例について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議 ○

議案第51号 浜田市東公園運動施設条例の一部を改正する条例につい
て 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○

議案第52号 浜田市火災予防条例の一部を改正する条例について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○

議案第53号 市道路線の廃止について（木戸山賀線外）　 産業建設委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○

議案第54号 市道路線の認定について（木戸山賀線外） 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○

議案第55号 土地改良事業計画について（団体営農業基盤整備促進事
業（浜田二期地区）） 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○

議案第56号 平成26年度浜田市一般会計補正予算（第１号） 予算決算委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○

議案第57号 平成26年度浜田市一般会計補正予算（第２号） 委員会付託省略
６月24日即決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○

請願第３号 集団的自衛権行使を容認する憲法解釈の変更を行わない
ことを求める意見書の提出について 総務文教委員会 継続 継続 継続 継続 継続 継続 長 継続 議
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平成26年６月議会の主な可決事業とその他報告事項
早期自立の支援を図る！
      “生活困窮者自立促進支援事業”

－生活保護に至る前の段階での
　　　　　　　自立支援策の強化を図るため－

○目　的：①自立相談支援
　　　　　②住居確保給付金の支給
　　　　　③ほか自立支援に関する措置
○予算額　26年度 1,033万7千円（全額国県支出金）
　　　　　　　　　　27年度 1,498万8千円

石央文化ホール利用者に朗報！
　　“石央文化ホール利用者
　　　　　　　　　　市営駐車場減免について”

－駐車場使用料割引からイベントの集客数増加に寄与－

○対　　　象：ホール利用者で市営駐車場に駐車
○対応駐車場：駅前、道分山駐車場
○減 免 内 容：普通駐車場使用料の１／２
○減　免　後：１時間半100円，５時間400円
○予　算　額　事業費　480万円（一般財源）

市全体で成人の門出を祝福！
      “浜田市成人式の統一について”

－27年度〔28年１月10日（日）〕から実施－
　弥栄、三隅の夏の成人式は今年度が最後

○26年度の開催予定
　　　　　浜田　　　Ｈ27.　１ ／ 11（日）午後
　　　　　金城，旭　Ｈ27.　１ ／ 4（日）午前
　　　　　三隅　　　Ｈ26.　８ ／ 14（木）午前
　　　　　弥栄　　　Ｈ26.　８ ／ 15（金）午前

８/３リニュ−アルオープン！“旭温泉あさひ荘”

　　－チップボイラーを使った
　　　　　　　　環境に優しい公衆浴場施設－

○指定管理者：旭温泉旅館組合
○指 定 期 間：H26.8.1 〜 H29.3.31（２年８ ヶ月）
○工　事　費：本体1億644万2千円（1/2国庫）
　　　　　　　ボイラー 4,953万5千円（90％国庫）

平成26年６月定例会での議案等の賛否の公開について
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承認第１号 専決処分の承認について（平成25年度浜田市一般会計補
正予算第８号）

委員会付託省略
６月16日即決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○

議案第47号 浜田市総合振興計画審議会条例及び浜田市火入れに関す
る条例の一部を改正する条例について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○

議案第48号 浜田市貸付金の返還債務の免除に関する条例の一部を改
正する条例について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○

議案第49号 浜田市税条例等の一部を改正する条例について 総務文教委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議 ○

議案第50号 浜田市有料駐車場条例及び浜田市立図書館条例の一部を
改正する条例について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議 ○

議案第51号 浜田市東公園運動施設条例の一部を改正する条例につい
て 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○

議案第52号 浜田市火災予防条例の一部を改正する条例について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○

議案第53号 市道路線の廃止について（木戸山賀線外）　 産業建設委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○

議案第54号 市道路線の認定について（木戸山賀線外） 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○

議案第55号 土地改良事業計画について（団体営農業基盤整備促進事
業（浜田二期地区）） 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○

議案第56号 平成26年度浜田市一般会計補正予算（第１号） 予算決算委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○

議案第57号 平成26年度浜田市一般会計補正予算（第２号） 委員会付託省略
６月24日即決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○

請願第３号 集団的自衛権行使を容認する憲法解釈の変更を行わない
ことを求める意見書の提出について 総務文教委員会 継続 継続 継続 継続 継続 継続 長 継続 議

〇議長は全ての議案に対し賛否を表明しません（可否同数の場合を除く）
〇�委員会の委員長は、所属委員会付託の議案について所属委員会では賛否を表明しません（可否同数
の場合を除く）
〇賛成の場合は「〇」、反対の場合は「×」と表記しています
〇�本会議、委員会で賛否不要の場合は空欄、欠席の場合は「欠」、棄権の場合は「棄」、議長は「議」、
各委員会の委員長は、「長」と記載しています

詳細については市議会HPをご覧ください。
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る
。

　

今
後
は
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
事
故
の
発
生
状
況
を

把
握
し
調
査
、
研
究
す
る
。

答　�

消
防
力
の
水
準
を

�

確
保
す
る

�大丈夫か？３人体制の三隅出張所

佐
々
木 

豊
治 

議
員

移
動
販
売
事
業
を
早
急
に

�

構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か　

 

質
問 　
移
動
が
困
難
な
住
民

に
対
し
、
公
共
交
通
の
政
策

に
合
わ
せ
、
持
続
可
能
な
移

動
販
売
事
業
の
取
組
に
、
市

が
積
極
的
に
か
か
わ
り
体
制

整
備
を
す
べ
き
と
訴
え
て
き

た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
増
進
や
福
祉
政
策
と
し
て

の
効
果
も
期
待
で
き
る
当
事

業
を
早
急
に
構
築
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

 

答
弁 　
民
間
事
業
者
と
連
携

し
、
福
祉
政
策
、
定
住
対
策

と
し
て
の
位
置
づ
け
も
含

め
、
生
活
支
援
と
い
う
観
点

で
、
体
制
づ
く
り
を
構
築
し

た
い
。

 

質
問 　
財
政
運
営
が
厳
し
さ

を
増
し
、
職
員
削
減
が
進
ん

で
い
く
な
か
で
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
取
組
は
行
政
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
き

た
技
能
系
職
員
の
業
務
の
外

部
委
託
も
ほ
ぼ
そ
の
余
地
が

な
く
な
り
、
先
進
自
治
体
に

お
い
て
は
専
門
定
格
業
務
と

言
わ
れ
る
事
務
系
職
員
の
委

託
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
足

立
区
で
は
戸
籍
や
住
民
記
録

の
窓
口
業
務
を
民
間
委
託

し
、
今
後
は
他
の
業
務
も
移

行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
コ

ス
ト
削
減
に
加
え
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
民
間
雇
用
な
ど

が
期
待
さ
れ
る
窓
口
業
務
の

民
営
化
の
取
組
を
問
う
。

 

答
弁 　
近
隣
の
取
組
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
本
格
的
に
検

討
し
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問 

○
ご
み
袋
の
簡
素
化
の
取
組

○
新
地
方
公
会
計
制
度　

他

答　�

民
間
事
業
者
と
連
携
し
た

体
制
づ
く
り
を
構
築
す
る

移動販売車での買物

6
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請願・陳情審査経過及び結果 平成26年６月定例会審査分
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憲法を活かす会
代表　古川忠光 様

（総務文教委員会）
継続審査



足
立　
　

豪 

議
員

水
道
料
金
は
ど
の
程
度
上
が
る
の
か
？

 

質
問 　
平
成
29
年
度
か
ら
水

道
料
金
の
値
上
げ
を
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
社
会
福
祉
法

人
等
へ
の
収
支
の
影
響
に
つ

い
て
伺
う
。

 

答
弁 　
現
在
、
料
金
改
定
に

つ
い
て
検
討
中
で
あ
り
、
個

別
の
収
支
に
対
す
る
影
響
は

試
算
し
て
い
な
い
。

 

質
問 　
現
在
の
水
道
料
金
と

比
べ
て
ど
の
程
度
上
が
る
の

か
試
算
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 　
平
成
29
年
度
に
値
上

げ
を
予
定
し
て
い
る
の
は
浜

田
自
治
区
と
三
隅
自
治
区

で
、
浜
田
自
治
区
で
は
こ
の

ま
ま
だ
と
約
1.6
倍
に
な
っ
て

し
ま
う
。
年
間
３
０
０
万
円

の
水
道
料
が
か
か
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
約
４
８
０
万
円

に
な
り
、
年
間
約
１
８
０
万

円
の
負
担
増
と
な
る
。

 

質
問 　
高
齢
者
世
帯
へ
の
影

響
も
大
き
い
と
考
え
る
が
、

水
道
部
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁 　
高
齢
者
世
帯
は
、
通

常
の
家
庭
よ
り
も
使
用
量
が

少
な
い
と
推
測
さ
れ
、
大
き

な
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

 

質
問 　
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
認
知

症
高
齢
者
の
方
な
ど
が
行
方

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
場
合

に
、
早
期
発
見
を
す
る
支
援

体
制
）
の
導
入
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁 　
今
後
、
生
協
や
宅
配

業
者
、
公
共
交
通
機
関
な
ど

地
域
の
生
活
関
連
団
体
と
協

議
の
場
を
設
け
、
有
効
に
機

能
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り

を
検
討
す
る
。

答　�

こ
の
ま
ま
だ
と

　
　
　

浜
田
自
治
区
は
1.6
倍

施設のお風呂

笹
田　
　

卓 

議
員

串
﨑　

利
行 

議
員

「
ロ
―
ド
マ
ッ
プ
」
の
ス
タ
ー
ト
の

�

進
捗
状
況
は
？

浜
田
市
に

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
？

 

質
問 　
水
産
業
の
活
性
化
に

つ
い
て
の「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

の
進
捗
状
況
は
？

 

答
弁 　
概
ね
、
良
い
ス
タ
ー

ト
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

 

質
問 　
「
よ
う
こ
そ
！
浜
田
」

運
動
の
推
進
に
つ
い
て
の

「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
進
捗

状
況
は
？

 

答
弁 　
「
お
も
て
な
し
」
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

予
定
が
遅
れ
る
。

 

質
問 　
浜
田
那
賀
方
式
自
治

区
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

の
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
進

捗
状
況
は
？

 

答
弁 　
７
月
か
ら
公
聴
会
を

 

質
問 　
「
元
気
な
浜
田
」
を

つ
く
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
中
に
、
儲
か
る
農
業
の

推
進
項
目
で
、
大
規
模
な
農

業
団
地
の
整
備
「
元
谷
団
地

の
整
備
」
と
あ
る
が
、
入
植

者
募
集
を
か
け
て
十
分
な
応

募
が
見
込
め
る
の
か
。

 

答
弁 　
事
前
に
意
向
の
聞
取

り
調
査
等
を
行
っ
て
お
り
、

新
規
就
農
者
か
ら
も
相
談
を

受
け
て
い
る
。
こ
の
様
な
状

況
か
ら
、
十
分
な
応
募
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

 

質
問 　
現
在
浜
田
市
に
は
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
・

支
援
事
業
所
の
設
置
が
さ
れ

て
な
い
。
県
下
で
は
、
ほ
と

ん
ど
の
圏
域
で
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
な
ぜ
設
置
さ
れ
て

な
い
の
か
問
う
。

 

答
弁 　
浜
田
市
は
、
江
津
市

の
島
根
整
肢
学
園
に
頼
っ
て

い
た
。
今
後
、
早
急
に
市
内

の
拠
点
づ
く
り
に
努
め
る
。

質
問 　
旧
那
賀
郡
に
お
い
て

８
ヶ
所
で
開
催
し
、
今
年
度

中
に
は
、
方
針
を
出
す
予

定
。

 

質
問 　
ご
み
袋
の
簡
素
化
に

つ
い
て
の「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

の
進
捗
状
況
は
？

 

答
弁 　
様
々
な
問
題
が
あ

り
、
変
更
の
可
能
性
も
あ

る
。

は
、
高
齢
化
に
伴
い
、
す
で

に
限
界
集
落
が
数
多
く
存
在

し
、
今
後
自
治
会
組
織
が
崩

壊
す
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
る
。
中
山
間
地
域
の

集
落
機
能
の
維
持
確
保
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
は
。

 

答
弁 　
弥
栄
・
旭
・
三
隅
で

は
、
自
治
会
担
当
制
の
市
職

員
を
配
置
し
、
行
政
の
パ
イ

プ
役
等
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

 

そ
の
他
の
質
問 

○
県
外
船
の
誘
致
に
つ
い
て

答　�

概
ね
、
良
い
ス
タ
ー
ト
だ

と
認
識
し
て
い
る

答　�

早
急
に
市
内
の
拠
点
づ
く

り
に
努
め
る

水産浜田の顔「浜田漁港」

元谷の風景

い
っ
ぱ
ん
質
問
　
　

20
名
が
論
戦

浜田市「ロードマップ」

「元気な浜田」をつ
くるためのロード
マップについては
www.city.hamada.
shimane.jp/www/
c o n t e n t s / . . . /
roadmap.pdf ☜

　検索
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い
っ
ぱ
ん
質
問
　
　

20
名
が
論
戦

8

浜田川での一斉放水（消防出初め式）

岡
野　

克
俊 

議
員

江
角　

敏
和　
議
員

西
村　
　

健　
議
員

全
国
学
力
テ
ス
ト
の

�

状
況
と
そ
の
公
開
は　

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

�

労
働
条
件
審
査
の
導
入
を　

 

質
問 　
市
内
の
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
（
全
国
学
力

テ
ス
ト
）
の
状
況
と
考
察
を

伺
う
。

 

答
弁 　
昨
年
度
は
市
内
全
小

中
学
校
の
小
学
６
年
、
中
学

３
年
（
９
０
９
名
）
を
対
象

に
国
語
、
算
数
（
数
学
）
及

び
生
活
意
識
調
査
が
実
施
さ

れ
た
。
正
当
率
で
は
、
中
学

国
語
Ｂ
問
題
で
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
以
外
は
、
小

学
校
、
中
学
校
と
も
に
下
回

っ
て
い
る
。
意
識
調
査
か
ら

は
、
起
床
時
間
が
早
く
、
家

族
と
夕
食
を
と
も
に
す
る
割

合
が
高
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
接

触
時
間
が
長
い
こ
と
、
家
庭

学
習
の
時
間
が
短
い
こ
と
が

分
っ
た
。

 

質
問 　
松
江
市
の
教
育
委
員

会
で
は
、
学
校
別
の
調
査
結

果
を
公
表
す
る
指
針
を
出
し

た
が
、
浜
田
市
で
も
何
ら
か

の
調
査
結
果
の
公
表
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

質
問 　
制
度
導
入
以
降
、
指

定
管
理
に
移
行
し
た
事
業
数

や
財
政
規
模
の
変
動
を
伺

う
。

 

答
弁 　
平
成
18
年
度
は
、
６

事
業
、
約
１
億
２
千
３
百
万

円
が
、
平
成
26
年
度
当
初
予

算
時
点
で
は
、
14
事
業
、
約

２
億
８
百
万
円
に
拡
大
し
、

全
体
で
は
、
73
施
設
、
約

４
億
６
千
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

 

質
問 　
一
般
競
争
入
札
に
伴

う
全
国
的
な
課
題
を
伺
う
。

 

答
弁 　
公
平
性
や
談
合
防
止

の
効
果
は
高
い
が
、
反
面
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
が
発
生
し
や
す

い
傾
向
も
あ
る
。
ま
た
、
不

適
格
業
者
の
完
全
な
参
入
防

止
等
、
業
者
の
誠
実
性
の
確

保
が
で
き
な
い
恐
れ
も
あ
る
。

 

質
問 　
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
り

事
業
者
の
収
益
、
働
く
人
達

の
賃
金
や
労
働
環
境
、
そ
し

て
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
安
全
の

低
下
へ
繋
が
り
か
ね
な
い
こ

 

質
問 　
昨
年
12
月
、
消
防
団

支
援
法
が
成
立
し
、「
消
防

団
は
、
地
域
防
災
力
の
中
核

と
し
て
代
替
性
の
な
い
存

在
」
と
規
定
さ
れ
た
。

　

消
防
団
員
数
の
推
移
と
今

後
の
加
入
促
進
策
を
問
う
。

 

答
弁 　
団
員
数
は
、
05
年
が

１
０
１
９
人
、
本
年
が
９
８
０

人
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

団
員
の
82
％
が
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
あ
り
、
消
防
団
に
協

力
し
て
い
る
こ
と
を
社
会
的

に
評
価
す
る
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
制
度
の
普
及
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

 

質
問 　
事
業
者
の
協
力
を
得

る
た
め
の
入
札
参
加
資
格
に

係
る
優
遇
措
置
や
事
業
税
減

免
の
実
施
状
況
を
問
う
。

 

答
弁 　
入
札
参
加
資
格
の
総

合
評
価
に
お
い
て
、
加
点
す

る
制
度
は
導
入
し
て
い
る
。

　

税
制
面
で
の
減
免
措
置
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

 
答
弁 　
教
育
委
員
会
、
各
小

中
学
校
で
、
こ
の
調
査
結
果

の
把
握
、
分
析
に
基
づ
い
て

教
育
指
導
や
教
育
施
策
の
改

善
を
図
る
も
の
と
考
え
て
い

る
が
、
①
公
表
の
必
要
性
が

薄
い
②
誤
っ
た
評
価
を
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
③
個
人
が

特
定
さ
れ
や
す
い
等
の
理
由

か
ら
、
今
年
度
の
公
表
は
行

わ
な
い
と
判
断
し
た
。

 

そ
の
他
の
質
問 

○�

市
役
所
の
公
文
書
の
扱
い

と
効
力

○�

住
民
登
録
者
数
を
増
や
す

施
策

と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

入
札
や
設
定
の
あ
り
方
等
を

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

答
弁 　
検
討
は
始
め
て
い

る
。

 

質
問 　
社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
労
働
条
件
審
査
を
導
入

す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

答
弁 　
ま
ず
、
指
定
管
理
者

を
選
定
す
る
選
定
委
員
会
の

委
員
へ
加
わ
っ
て
も
ら
う
こ

と
か
ら
検
討
し
た
い
。
選
定

以
降
の
労
働
条
件
審
査
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問 

○�

火
葬
場
整
備
計
画
に
つ
い

て
○�

住
民
自
治
組
織
の
育
成
・

強
化
に
つ
い
て

 

質
問 　
団
員
の
報
酬
、
出
動

手
当
は
、
地
方
交
付
税
単
価

の
51
〜
81
％
と
低
い
状
況
に

あ
る
。
引
き
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

 

答
弁 　
全
国
の
８
割
近
い
自

治
体
が
低
い
状
況
に
あ
り
、

他
市
の
状
況
も
見
な
が
ら
検

討
す
る
。

 

質
問 　
団
員
を
活
用
し
た
地

域
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
弁 　
今
後
、
自
主
防
災
組

織
の
組
織
化
と
あ
わ
せ
、
防

災
士
や
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

活
用
の
拡
大
を
図
る
。

答　�

調
査
結
果
の
公
表
は 

　
 　

　
　
　

当
面
行
わ
な
い

答　�

選
定
委
員
会
に
加
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
か
ら
検
討

答　
他
市
の
状
況
見
て
検
討
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命は大切に、パワハラ隠ぺいの無い職場を

浜田港へ入港中の海自艦船

森
谷　

公
昭　
議
員

柳
楽 

真
智
子　
議
員

平
石　
　

誠　
議
員

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

�

取
組
が
重
要
！　

海
上
自
衛
隊
誘
致
で

�

浜
田
港
の
発
展
を
！

職
場
環
境
整
備
の
た
め

�

自
死
職
員
の
情
報
公
開
を

 

質
問 　
自
死
さ
れ
た
職
員
さ

ん
の
通
院
情
報
や
労
災
認
定

予
定
の
有
無
、
市
の
各
種
窓

口
へ
の
相
談
、
自
己
申
告
書

の
機
能
を
問
う
。

 

答
弁 　
答
え
ら
れ
な
い
。

 

質
問 　
議
員
は
、
市
長
か
ら

の
８
項
目
の
要
求
内
容
を
全

否
定
し
て
お
り
、（
思
い
当
た

ら
な
い
の
で
）
詳
細
の
説
明

を
要
求
し
た
が
、
市
長
は
拒

否
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
議

長
あ
て
に
「
職
員
の
自
死
は

議
員
の
せ
い
」
と
受
け
取
れ

る
公
文
書
の
送
付
は
、
行
き

過
ぎ
で
は
な
い
か
問
う
。

 

答
弁 　
問
題
な
い
と
思
う
。

 

質
問 　
議
員
が
ど
な
り
倒
し

て
気
絶
さ
せ
た
、
と
い
う
噂

も
嘘
。
職
員
を
他
の
部
署
へ

強
要
し
て
連
れ
ま
わ
し
た
と

い
う
の
も
嘘
。
詳
細
が
漏
れ

聞
こ
え
る
も
の
は
全
て
事
実

で
は
な
い
。
公
開
の
場
で
話

を
す
べ
き
だ
、
考
え
を
伺
う
。

 

答
弁 　
中
身
の
具
体
的
な
こ

 

質
問 　
重
度
な
要
介
護
状
態

に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
自
分
ら
し
く
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は
大
変
重
要
だ
。
医
療・

介
護
・
行
政
・
家
族
が
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
市
の
取
組
を
問
う
。

 

答
弁 　
昨
年
度
か
ら
島
根

県
在
宅
医
療
推
進
事
業
に
取

組
ん
で
お
り
、
在
宅
医
療
に

関
わ
る
多
職
種
が
参
加
す
る

会
議
を
行
っ
て
い
る
。
関
係

者
が
情
報
を
共
有
で
き
る
よ

う
、
連
携
ノ
ー
ト
の
運
用
を

試
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

質
問 　
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
が
実
施
さ
れ
、
分
析

さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

 

答
弁 　
調
査
は
広
域
行
政
組

合
が
、
昨
年
度
実
施
。
高
齢

者
の
生
活
課
題
の
結
果
を
分

析
し
、
地
域
の
課
題
や
サ
ー

 

質
問 　
先
頃
の
新
聞
報
道
に

浜
田
商
工
会
議
所
か
ら
、
浜

田
港
の
有
益
な
活
用
策
と
し

て
、
海
上
自
衛
隊
の
誘
致
を

求
め
る
意
見
書
が
市
長
に
手

渡
さ
れ
た
と
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
に
、
前
市
長
に
対
し
て

同
様
の
質
問
が
な
さ
れ
て
き

た
が
、
市
民
の
理
解
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と

で
、
誘
致
に
関
し
て
具
体
的

な
動
き
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
海
自
誘
致
に
対
す

る
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

 

答
弁 　
海
上
自
衛
隊
艦
船
の

入
港
は
、
年
１
回
程
度
実
施

さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
経
済

効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
仮
に
、
補
給
基
地
と
し

て
誘
致
で
き
た
場
合
に
は
、

寄
港
時
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
に

よ
る
誘
客
や
、
燃
料
・
飲
料

等
の
地
元
か
ら
の
物
資
納
入

が
図
ら
れ
経
済
効
果
も
大
き

い
。
ま
た
、
定
期
的
な
寄
港

と
な
れ
ば
、
事
務
所
の
建
設

と
は
、
職
員
本
人
に
精
神
的

な
影
響
が
あ
る
の
で
回
答
は

で
き
な
い
。

 

質
問 　
職
員
の
自
死
に
つ
い

て
、
組
織
、
上
司
と
し
て
の

責
任
は
あ
る
の
か
問
う
。

 

答
弁 　
原
因
、
責
任
の
所
在

は
言
え
な
い
。

 

質
問 　
産
業
経
済
部
で
上
司

が
、
そ
の
職
員
さ
ん
に
土
下

座
ま
が
い
の
こ
と
を
さ
せ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
事
実
関

係
を
問
う
。

 

答
弁 　
ど
う
い
う
場
面
で
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
お

ら
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
量
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
。
高
齢
者
の
独

居
や
老
老
世
帯
の
増
加
。
足

腰
の
痛
み
な
ど
が
閉
じ
こ
も

り
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
も
の
特
徴
も
あ
っ
た
。

 

質
問 　
徘
徊
な
ど
に
よ
る
、

高
齢
者
の
痛
ま
し
い
事
故
が

起
こ
っ
て
い
る
。
郵
便
局
な

ど
の
業
者
や
、
地
域
の
見
守

り
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
問

う
。

 

答
弁 　
地
域
社
会
で
の
見
守

り
や
支
援
に
よ
り
、
高
齢
に

な
っ
て
も
、
ひ
と
り
暮
ら
し

で
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
組
む
。

や
補
給
の
た
め
の
施
設
整
備

等
が
実
施
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
、
よ
り
一
層
の
経
済
効
果

が
あ
が
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。
今
後
、
海
上
自
衛
隊

の
意
向
は
も
ち
ろ
ん
、
議
会

や
市
民
、
現
在
浜
田
港
を
利

用
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
船

や
他
の
船
舶
関
係
等
の
意
見

を
伺
っ
た
う
え
で
、
国
、
県

等
へ
の
要
望
活
動
を
考
え
た

い
。

 

そ
の
他
の
質
問 

○�

環
境
負
荷
低
減
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

○�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統

合
に
つ
い
て

答　�

個
人
情
報
に
関
す
る
こ
と

は
、
答
え
ら
れ
な
い

答　�

安
心
し
て
暮
ら
せ
る　
　

　

地
域
づ
く
り
を
進
め
る

答　��

多
方
面
か
ら
の
声
を
聞
き

方
針
を
決
定
す
る
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三隅公園のつつじ（５万本）

「浜田のお宝」リアルひょっこりひょうたん島

澁
谷　

幹
雄 

議
員

飛
野　

弘
二　
議
員

西
田　

清
久　
議
員

教
育
は
、
浜
田
に
と
っ
て
も
、

�

百
年
の
大
計
だ
！

浜
田
の
「
お
宝
」
の

�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
役
割
は
？

浜
田
市
の
「
木
・
花
・
魚
」
と

�

中
山
間
地
域
の
課
題

 

質
問 　
毎
月
百
時
間
以
上
の

残
業
と
な
る
と
、
管
理
職
で

な
い
教
員
が
、
毎
日
５
時
間

以
上
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
と
な

り
、
民
間
な
ら
査
察
を
受
け

て
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
し
て
公

表
さ
れ
る
レ
ベ
ル
だ
。
こ
の

労
働
条
件
と
保
護
者
の
わ
が

ま
ま
が
、
教
員
の
辞
職
と
病

気
の
原
因
で
は
な
い
か
？

 

答
弁 　
徹
底
し
た
、
業
務
量

の
削
減
に
取
組
む
。

 

質
問 　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
力
を
積
極
的
に
借

り
な
け
れ
ば
、
学
校
現
場
は

崩
壊
す
る
の
で
は
な
い
か
？

 

答
弁 　
積
極
的
に
取
組
む
。

 

質
問 　
「
講
師
」
の
先
生
た

ち
が
、
本
採
用
に
な
る
よ
う

に
、
教
育
委
員
会
は
、
研
修

や
指
導
の
機
会
を
努
力
し
て

十
分
与
え
て
い
る
の
か
？

 

答
弁 　
検
討
す
る
。

 

質
問 　
こ
れ
以
上
、
学
校
を

減
ら
さ
な
い
仕
組
み
づ
く
り

 

質
問 　
「
桜
と
つ
つ
じ
」
を

ふ
ん
だ
ん
に
植
栽
し
、
頂
上

広
場
に
は
15
ｍ
の
天
守
閣
を

再
現
と
い
う
観
点
か
ら
展
望

台
を
か
ね
た
「
の
ど
ぐ
ろ
」

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
建
立
す

る
つ
も
り
は
な
い
か
。

 

答
弁 　
「
の
ど
ぐ
ろ
展
望
台
」

は
難
し
い
か
も
わ
か
ら
な
い

が
「
桜
・
つ
つ
じ
」
は
植
栽

し
た
い
。

 

質
問 　
三
隅
に
は
代
表
的
な

一
本
桜
が
あ
る
。
後
世
に
引

継
ぐ
支
援
が
重
要
と
思
う
が
。

 

答
弁 　
地
元
の
希
望
を
聞
き

な
が
ら
関
わ
っ
て
行
き
た
い
。

 

質
問 　
三
隅
公
園
の
「
つ
つ

じ
祭
り
」
の
来
客
者
が
「
じ

り
貧
」
と
な
っ
て
い
る
。
増

植
し
６
万
本
を
目
指
し
中
国

地
方
単
独
１
位
・
西
日
本
４

位
を
目
指
す
意
気
込
み
を
期

待
す
る
が
。

 

答
弁 　
補
植
・
不
要
竹
林
の

伐
採
な
ど
検
討
す
る
。

 

質
問 　
圃
場
は
更
新
時
期

 

質
問 　
市
民
か
ら
出
さ
れ
た

「
お
宝
」
を
活
用
す
る
た
め

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役

割
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
弁 　
「
お
宝
」
を
活
用
し
、

既
存
の
資
源
を
含
め
た
観
光

コ
ー
ス
づ
く
り
は
、
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
進
め
る
。

 

質
問 　
「
元
気
な
浜
田
」
を
つ

く
ろ
う
と
思
う
市
民
の
気
持

ち（
意
識
）の
醸
成
が
、
一
番

の
「
お
宝
」
の
掘
り
起
し
だ

と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

 

答
弁 　
市
民
と
一
緒
に
な
っ

て
浜
田
の「
お
宝
」を
見
直
し
、

そ
し
て
意
識
を
変
え
た
い
。

議
論
が
盛
り
上
が
る
こ
と
自

体
が
浜
田
の
元
気
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
み
ん

な
で
「
浜
田
は
こ
れ
だ
」
と

い
う
共
通
認
識
を
持
ち
た
い
。

 

質
問 　
ふ
る
さ
と
郷
育
の

推
進
で
、
郷
土
出
身
の
文
化

人
、
経
済
人
な
ど
著
名
人

の
、
そ
の
時
そ
れ
ぞ
れ
の
故

郷
に
対
す
る
想
い
や
考
え
方

が
必
要
で
は
な
い
か
？

 
答
弁 　
努
力
す
る
。

 
質
問 　
今
年
１
億
８
千
３
百

万
円
の
市
長
肝
い
り
の
「
元

気
な
浜
田
枠
」
の
事
業
を
実

施
す
る
た
め
に
、「
新
市
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
承

認
さ
れ
た「
生
活
道
路
整
備
」

な
ど
24
事
業
、
合
計
７
億
円

の
事
業
が
先
送
り
さ
れ
た
。

市
民
と
の
約
束
を
守
ら
な
か

っ
た
こ
と
に
な
り
、
大
き
な

問
題
で
は
な
い
か
？

 

答
弁 　
地
域
協
議
会
の
了
承

を
得
た
。
今
年
限
り
で
、
来

年
は
先
送
り
し
な
い
。

だ
。
高
齢
化
も
進
み
安
全
と

省
力
化
の
観
点
か
ら
畦
畔
・

農
道
法
面
の
芝
生
化
等
支
援

策
は
。

 

答
弁 　
試
行
し
て
い
る
。
効

果
が
確
認
で
き
れ
ば
市
単
独

の
支
援
策
も
検
討
す
る
。

 

質
問 　
サ
ギ
鳥
被
害
を
調
査

し
て
害
鳥
指
定
す
べ
き
だ

が
。

 

答
弁 　
検
討
す
る
。

 

質
問 　
「
楮
」
の
生
産
仕
組

み
づ
く
り
と
石
州
和
紙
名
刺

の
活
用
と
そ
の
効
果
は
。

 

答
弁 　
「
楮
」
の
生
産
は
進
捗

し
て
い
る
。
名
刺
は
有
効
で

あ
り
更
に
利
用
検
討
す
る
。

な
ど
が
、
も
っ
と
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
ら
れ
な
い
か
問
う
。

 

答
弁 　
浜
田
出
身
の
偉
人
等

の
学
習
や
現
在
活
躍
中
の

方
々
の
経
験
談
な
ど
を
聞
く

機
会
は
設
け
て
い
る
。
今
年

度
、
島
根
県
公
民
館
連
絡
協

議
会
に
お
い
て
、「
公
民
館

ふ
る
さ
と
教
育
推
進
モ
デ
ル

事
業
」
を
募
集
し
、
浜
田
市

で
は
２
つ
の
中
学
校
区
で
採

択
さ
れ
た
。

 

そ
の
他
の
質
問 

○�

若
者
や
女
性
、
シ
ニ
ア
層

の
起
業
支
援

○
海
上
自
衛
隊
の
誘
致

答　�

教
育
の
重
要
性
は
、

　
　
　

十
分
承
知
し
て
い
る

答　�「
桜
・
つ
つ
じ
・
の
ど
ぐ
ろ
」

は
市
の
シ
ン
ボ
ル

答　�

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

観
光
コ
ー
ス
を
つ
く
る

�大学のあるまちの誇りとして、
教育先進市をめざすべきだ！
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豪華列車（写真はJR西日本より提供）

周年記念を迎える浜田港と浜田漁港

認知症啓発絵本と社会の教科書

牛
尾　
　

昭　
議
員

芦
谷　

英
夫　
議
員

小
川　

稔
宏　
議
員

周
年
記
念
を
目
標
に
し
て

�

市
政
を
進
め
て
は

認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
と

�

行
方
不
明
時
の
対
策
は

ど
う
す
る
元
気
な
浜
田
づ
く
り
は

 

質
問 　
浜
田
港
水
揚
１
０
０

億
円
に
向
か
っ
て
北
朝
鮮
カ

ニ
船
の
誘
致
活
動
は
。

 

答
弁 　
そ
こ
ま
で
は
検
討
し

て
い
な
い
。

 

質
問 　
北
朝
鮮
制
裁
解
除
を

狙
い
早
く
先
手
を
打
つ
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
弁 　
検
討
し
た
い
。

 

質
問 　
Ｊ
Ｒ
豪
華
列
車
の
誘

致
活
動
を
市
長
が
先
導
し
て

や
る
べ
き
で
は
。

 

答
弁 　
市
長
会
が
主
催
で
や

る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
萩
市

ま
で
の
４
市
間
の
観
光
列
車

運
行
も
提
案
し
て
い
る
。

 

質
問 　
今
回
初
め
て
と
な
る

職
員
採
用
社
会
人
枠
は
、
何

人
な
の
か
。

 

答
弁 　
３
人
だ
が
優
秀
な
人

材
が
あ
れ
ば
採
用
す
る
。

 

質
問 　
35
歳
ま
で
だ
が
も
っ

と
広
げ
て
は
ど
う
か
。

 

答
弁 　
市
長
判
断
で
あ
る
。

 

質
問 　
今
後
は
、
広
く
人
材

を
求
め
る
た
め
に
年
２
回
の

 

質
問 　
公
民
館
の
人
口
規
模

の
差
で
、
自
治
活
動
に
支
障

が
あ
る
。
そ
の
状
況
と
支
障

の
認
識
を
問
う
。

 

答
弁 　
人
口
規
模
の
大
は
１

５
、
０
０
０
人
、
小
は
２
０

０
人
、
大
き
い
と
こ
ろ
は
ま

ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
設

立
が
難
し
い
。
公
民
館
の
分

割
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
。

 

質
問 　
各
町
内
の
世
帯
数
に

大
き
な
差
が
あ
り
、
町
内
の

運
営
、
役
員
の
選
出
、
自
治

活
動
な
ど
に
支
障
が
あ
る
、

現
状
と
町
内
の
再
編
を
問
う
。

 

答
弁 　
世
帯
の
多
い
町
内
で

４
０
０
世
帯
、
少
な
い
町
内

で
１
世
帯
、
自
治
活
動
へ
の

参
加
や
理
解
が
得
ら
れ
な
い
、

活
動
が
停
滞
し
て
い
る
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
町
内
の
再

編
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
。

 

質
問 　
自
治
活
動
を
支
援
す

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配

置
、
定
住
へ
の
支
援
を
問
う
。

 

質
問 　
一
人
暮
ら
し
の
安
否

確
認
、
見
守
り
協
定
に
つ
い

て
伺
う
。

 

答
弁 　
訪
問
介
護
や
民
生
委

員
、
福
祉
委
員
、
高
齢
者
ク

ラ
ブ
で
取
組
ま
れ
て
い
る
。

生
協
、
宅
配
業
者
、
公
共
交

通
機
関
等
、
生
活
関
連
団
体

等
と
の
見
守
り
協
定
締
結
を

検
討
し
て
い
る
。

 

質
問 　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

緩
や
か
な
責
任
の
連
帯
と
専

門
ス
タ
ッ
フ
配
置
に
つ
い
て

伺
う
。

 

答
弁 　
協
定
が
有
効
に
機
能

す
る
よ
う
協
議
の
場
を
設
置

し
た
い
。
認
知
症
地
域
支
援

推
進
委
員
を
中
心
に
関
係
機

関
が
連
携
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
が
重
要
で
あ
る
。

 

質
問 　
広
報
の
活
用
や
学
校

教
育
で
の
取
組
に
つ
い
て
伺

う
。

 

答
弁 　
認
知
症
の
方
が
困
っ

て
い
る
時
の
声
か
け
の
仕
方

等
掲
載
し
た
い
。
認
知
症
啓

採
用
試
験
は
継
続
か
。

 
答
弁 　
複
数
回
の
採
用
試
験

を
検
討
し
て
い
く
。

 

質
問 　
浜
田
出
身
者
の
Ｕ
タ

ー
ン
促
進
の
た
め
、
向
こ
う

10
年
く
ら
い
の
採
用
職
員
の

数
を
公
表
す
べ
き
と
思
う
が
。

 

答
弁 　
行
革
と
再
任
用
の
観

点
か
ら
難
し
い
が
検
討
す

る
。

 

質
問 　
半
官
半
民
制
度
導
入

し
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で

職
員
数
を
増
や
し
、
定
住
を

促
進
し
少
子
化
対
策
を
講
じ

て
は
ど
う
か
。

 

答
弁 　
現
状
で
は
難
し
い
が
、

将
来
的
に
は
な
る
と
思
う
。

 

答
弁 　
金
城
に
１
名
配
置
、

浜
田
、
旭
に
も
配
置
を
予
定

し
て
い
る
。
地
域
で
の
活
動

が
進
む
よ
う
支
援
す
る
。

 

質
問 　
昭
和
32
年
浜
田
港

重
要
港
湾
指
定
、
平
成
29
年

に
60
周
年
を
、
昭
和
44
年
浜

田
漁
港
特
定
第
３
種
漁
港
指

定
、
平
成
31
年
に
50
周
年
を
、

そ
れ
ぞ
れ
迎
え
る
が
、
周
年

記
念
の
取
組
を
問
う
。

 

答
弁 　
周
年
記
念
を
契
機
と

し
た
港
の
機
能
や
位
置
づ
け

な
ど
の
啓
発
活
動
は
大
変
重

要
で
あ
り
、
管
理
者
の
島
根

県
と
協
議
す
る
。

発
の
子
供
向
け
教
材
を
作
成

し
た
。
講
座
も
開
催
し
た
い
。

 

質
問 　
政
権
へ
の
配
慮
等
出

版
社
の
自
主
規
制
の
中
、
教

科
書
選
定
を
巡
る
議
論
の
有

無
と
採
択
権
に
つ
い
て
伺
う
。

 

答
弁 　
正
式
な
議
論
は
な

い
。
関
係
法
令
、
県
教
委
方

針
に
基
づ
き
選
定
し
て
い
る
。

 

質
問 　
領
土
、
歴
史
等
の
記

述
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺
う
。

 

答
弁 　
検
定
合
格
し
歴
史
的

事
実
を
正
し
く
伝
え
て
い
る
。

 

質
問 　
教
育
改
革
で
教
育
委

の
独
自
性
が
保
て
る
か
伺
う
。

 

答
弁 　
政
治
的
中
立
性
を
確

保
し
て
い
る
と
認
識
す
る
。

答　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

�

沿
っ
て
や
っ
て
い
く

答　�

周
年
記
念
は
大
変
重
要　

　
　
　

県
に
働
き
か
け
る

答　��

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
緩
や

か
な
責
任
の
連
帯
が
重
要



い
っ
ぱ
ん
質
問
　
　

20
名
が
論
戦
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岡
本　

正
友　
議
員

道
下　

文
男　
議
員

野
藤　
　

薫　
議
員

元
気
な
浜
田
っ
子
づ
く
り
へ

�

土
曜
授
業
の
実
施
を　

人
口
の
激
減
を

�

緩
和
さ
せ
る
対
策
は
？　

漁
港
関
連
イ
ン
フ
ラ
へ
の
支
援
は
？

 

質
問 　
少
子
化
こ
そ
喫
緊
の

大
き
な
問
題
で
あ
る
。
出
生

率
の
現
状
と
予
測
、
出
生
数

を
あ
げ
る
た
め
の
環
境
整
備

と
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

 

答
弁 　
合
計
特
殊
出
生
率
は

国
よ
り
高
く
県
よ
り
低
い
状

況
で
あ
る
。
今
年
度
策
定
す

る
支
援
事
業
に
数
値
目
標
を

設
定
し
て
、
環
境
と
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

 

質
問 　
若
者
の
人
口
流
出
は

地
域
社
会
や
経
済
社
会
に
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
卒

業
後
の
地
元
就
職
の
現
状
と

U‌

I
タ
ー
ン
の
状
況
、
そ
の

定
住
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

 

答
弁 　
高
校
卒
業
生
88
人
の

内
市
内
へ
の
就
職
数
は
43
人

で
あ
る
。
県
大
は
４
人
、
リ

ハ
ビ
リ
カ
レ
ッ
ジ
が
５
人
で

ト
ー
タ
ル
58
人
の
22
％
が
地

元
に
残
る
。
U
タ
ー
ン
が
８

人
、
I
タ
ー
ン
が
40
人
で
あ

る
。
減
少
の
視
点
か
ら
社
会

動
態
に
お
い
て
約
２
３
０
人

 

質
問 　
昨
今
の
厳
し
い
社
会

情
勢
の
中
、
市
民
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
も
日
増
し
に
厳
し
く

な
り
、「
元
気
な
浜
田
」
づ

く
り
の
本
家
本
元
で
あ
る
市

役
所
に
元
気
が
な
い
。
管
理

職
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
、
部
署

の
団
結
に
つ
い
て
考
え
を
問

う
。
 

答
弁 　
市
民
か
ら
の
過
激
な

ク
レ
ー
ム
対
応
へ
は
、
部
署

内
で
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
統
一

し
、
管
理
職
を
中
心
に
対
策

を
図
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

風
通
し
が
良
く
、
活
気
の
あ

る
職
場
へ
の
強
化
を
図
る
。

 

質
問 　
国
は
、
土
曜
日
に
ゲ

ー
ム
や
テ
レ
ビ
に
費
や
す
子

ど
も
が
５
割
近
く
に
な
る
と

分
析
し
、
正
規
の
土
曜
授
業

実
施
を
各
自
治
体
の
教
育
委

員
会
の
判
断
に
委
ね
た
。
全

国
の
14
・
５
％
の
教
委
が
実

施
し
、
そ
れ
以
外
の
体
験
活

動
や
補
修
な
ど
を
行
う
教
委

も
11
％
に
上
る
。
逞
し
い
浜

 

質
問 　
漁
業
を
支
え
る
側

の
、
造
船
や
鉄
工
所
、
エ
ン

ジ
ン
整
備
等
の
事
業
者
も
水

揚
げ
の
減
少
に
伴
い
、
廃
業

し
た
り
、
高
齢
化
で
後
継
者

も
少
な
い
と
聞
く
、
10
年

後
、
水
揚
げ
百
億
円
の
達
成

に
は
関
連
産
業
へ
の
支
援
も

必
要
で
は
な
い
か
伺
う
。

 

答
弁 　
平
成
18
年
に
合
併
し

た
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
は
漁
港
の
管

理
を
一
括
し
て
運
営
さ
れ
て

い
る
。
浜
田
市
と
し
て
も
、

今
ま
で
以
上
に
連
携
を
密
に

し
、
元
気
な
浜
田
市
づ
く
り

に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

 

質
問 　
市
道
や
側
溝
等
の
整

備
や
改
修
に
は
、
議
会
報
告

会
で
も
種
々
の
意
見
要
望
が

有
っ
た
。
市
民
の
整
備
要

望
に
対
し
事
業
は
、
ど
の
程

度
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。

 

答
弁 　
最
近
の
状
況
で
98
件

の
要
望
中
59
件
完
了
、
３
件

工
事
中
、
36
件
未
着
手
で
、

の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。　

今
後
は
、
地
元
就
職
や
農
業

研
修
の
I
タ
ー
ン
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

 

質
問 　
推
計
人
口
予
測
か
ら

将
来
を
見
据
え
た
対
策
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

 

答
弁 　
将
来
推
計
人
口
の
警

鐘
か
ら
社
会
動
態
及
び
出
生

数
の
増
加
に
取
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。「
流
出
を
食
い
止
め
る
」

「
呼
び
込
む
・
呼
び
戻
す
」

た
め
雇
用
の
場
の
確
保
、
子

育
て
支
援
並
び
に
教
育
の
充

実
と
い
っ
た
重
点
施
策
に
全

庁
的
に
取
組
ん
で
い
く
。

田
っ
子
づ
く
り
が
「
元
気
な

浜
田
づ
く
り
」
の
根
幹
で
あ

り
、
是
非
と
も
前
向
き
な
取

組
を
望
む
が
考
え
を
問
う
。

 

答
弁 　
正
規
の「
土
曜
授
業
」

を
取
り
入
れ
る
に
は
、
教
職

員
の
休
日
勤
務
や
負
担
増
の

課
題
が
あ
る
。
ゆ
え
に
、
そ

れ
以
外
の
外
部
講
師
に
よ
る

と
か
、
土
曜
日
の
充
実
、
あ

る
い
は
長
期
休
業
中
の
充
実

と
い
っ
た
観
点
も
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
な
手
法
で
の
取
組

が
可
能
な
の
か
検
討
す
る
。

 

そ
の
他
の
質
問 

〇�

浜
田
藩
士
の
墓
所
・
石
碑

の
維
持
管
理
に
つ
い
て

未
着
手
の
理
由
は
昨
年
夏
の

災
害
で
技
師
等
の
人
手
が
足

ら
ず
、
ご
迷
惑
を
掛
け
て
い

る
。
な
る
べ
く
早
く
完
了
へ

努
力
し
た
い
。

 

質
問 　
浜
田
警
察
署
は
新
図

書
館
隣
地
へ
新
築
移
転
す
る

が
、
跡
地
に
都
市
公
園
を
整

備
で
き
な
い
か
伺
う
。

 

答
弁 　
浜
田
市
都
市
公
園
条

例
の
市
民
一
人
当
た
り
の
要

件
は
満
た
し
て
い
る
が
、
市

中
心
部
に
残
さ
れ
た
場
所

な
の
で
、
庁
舎
内
の
公
共
用

地
活
用
検
討
会
議
で
有
効
利

用
さ
れ
る
よ
う
議
論
し
て
い

く
。

答　�

晩
婚
化
・
未
婚
化
に
効
果

的
な
施
策
を
検
討
す
る

答　�

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
と
浜
田
市
は

今
後
も
連
携
し
取
組
む

答　�

あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
検
討

す
る

元気な浜田っ子を

若者の定住対策が必要

移転する浜田警察署
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　このたび第3回目の議会報告会を5月12日から16日までの5日間市内10会場で行い、多
くの方に参加していただきました。ありがとうございました。

　議会報告会の目的は、浜田市議会としての議会活動に関する情報を積極的に公開す
るとともに、市民の皆さまの意見を把握し、今後の議会活動や市政運営に反映させる
ためにものです。

　今回の議会報告会でいただいたご意見やご要望の総数は96件でした。これらの意見・
要望は【議会に関する事】【自治区制度】【まちづくり】【広島開拓】【水道料値上げ】【環
境】など、多方面にわたってあり、議会に関する事以外は市長（執行部）に意見・要
望として報告させていただきます。

　議会に対する意見・要望については、議会内部で検討を重ね、回答とともに主なも
のを14ページに掲載していますのでご覧ください。

　市民の皆さまから貴重な生の声をたくさんいただきました。本当にありがとうござ
いました。今後も市政運営に反映できるよう、運営方法、周知
の方法など引き続き検討しながら、議会報告会を開催したいと
考えています。

議会報告会を
　開催しました

日時 開催会場 参加者

5月12日（月）

19：00 〜 20：30

国府公民館 14人

石見公民館 24人

5月13日（火）

19：00 〜 20：30

浜田公民館 40人

長浜公民館 9人

5月14日（水）

19：00 〜 20：30

周布公民館 14人

美川公民館 10人

5月15日（木）

19：00 〜 20：30

三隅公民館 30人

弥栄会館 16人

5月16日（金）

19：00 〜 20：30

金城みどりかいかん 35人

旭センター 54人

合計 246人



〔議長なんでもメール〕　�議長や市議会に対するご意見・ご要望・ご提言などお気軽にお寄せください。
　　　　　　　　　　　浜田市HP→浜田市議会HP「議長なんでもメール」まで
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昨
年
夏
の
豪
雨
災
害
か
ら

も
う
す
ぐ
一
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら

防
災
の
意
識
は
高
ま
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
地
域
で
の
避
難

経
路
や
避
難
場
所
の
見
直
し

は
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
。
そ
れ
が
難
し
い
人

に
は
、
家
族
や
地
域
が
守
っ

て
あ
げ
る
。
も
ち
ろ
ん
行
政

も
動
き
ま
す
が
、
災
害
の
状

況
に
よ
っ
て
は
す
ぐ
に
駆
け

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。「
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
」
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
の
が
災
害

だ
と
い
う
こ
と
を
い
ま
一
度

思
い
起
し
、
自
助
・
互
助
・

共
助
の
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
ど
の
よ

う
な
情
報
収
集
の
方
法
が
あ

る
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
し

っ
か
り
と
確
認
し
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

�

（
記　

柳
楽 

真
智
子
）

【
編
集
委
員
】

田
畑　

敬
二　

委
員
長

笹
田　
　

卓　

副
委
員
長

足
立　
　

豪　

委
員

柳
楽
真
智
子　

委
員

森
谷　

公
昭　

委
員

野
藤　
　

薫　

委
員

布
施　

賢
司　

委
員

岡
本　

正
友　

委
員

澁
谷　

幹
雄　

委
員

牛
尾　
　

昭　

委
員

★
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
部
あ
た
り
３
７
・
１
円
で
で
き
て
い
ま
す
。

今回の意見・要望等と回答
会場 意　　見 回答

国府
　他

重要案件の意見交換会の趣旨は良いが、住民からの要望でと
言うのはどうか？浜田市は難問山積だと言うのは市民の共通
認識。だから議会の方から地域の実情に合った具体案を出し
て、意見交換会を呼びかけるのが筋ではないか？【関連する
意見　他４件】

議会側から呼び掛けて行うことも
できる制度ですので、各委員会で
話し合いたいと思います。

石見
議会報告会への行政連絡員の出席率が悪い。案内を往復葉書
に変えてでも周知を図るべきだ。

議会報告会の案内、周知方法につ
いては、今後も検討します。

美川
市は55億円削減を言ってきたが現状はどうか。議会だより
はカラーでなくてもいいのでは。もっと経費節減すべき。

よりよい議会だよりを目指し、予
算の範囲内で作成します。

弥栄
議会だよりの質問と答弁が、かみ合わないものがあるので編
集に注意して欲しい。

議会だよりの質問・答弁の原稿は
議員個々で作成をしています。分
かりやすくなるよう周知し努力し
ます。

浜田
長浜
周布
　他

５/２新聞記事で抗議の電話があり、職員の自死事件との関
連を３割の市民が知っているが議会の対応が見えない。背景
を倫理委員会等で調査し市民に報告すべき。早く対応しない
と不信感が募り、定数問題も出る。【関連する意見　他14件】

政治倫理審査会で審査し、結果を
公表します。

旭
　他

議会で職員の答弁にもっと詰めてくれ。職員の「〇〇を講じ
たい」に対して、「はいわかりました」程度で終わらないで
くれ。【関連する意見他１件】

周知し、努力します。

金城
12月本会議を傍聴したが、一部の議員に、緊張感がないよ
うにみえた。失望した。

緊張感をもって臨むよう周知しま
す。

三隅
新しい議会で、自治区制度について議論された報告がない
が、自治区制度についてどのように考えている。

自治区制度等財政改革推進特別委
員会で検討中です。

【お詫び】
議会だより Vol.33（平成 26 年５月１日発行）に誤りが
ありました。
P11 議員の名前「�小川稔議員」が正しくは「小川稔宏議員」

でした。
P16 会場の表の��‌「国分地区」が正しくは「国府地区」
	� 「国分公民館」が正しくは「国府公民館」

でした。
お詫びして訂正します。


